
授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 メイク
年度 2026年度 授業内容 メイク
年次 1年 科目区分 必修科目
開講学期 通年 授業方法 実習、講義
教員実務経験 〇 担当教員名 平田・里

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他 美容部員の経験をもち、JMA認定講師でもある講師がメイクの基礎を指導

ＪＭＡメイクアップ技術検定2，3級の仕上がりを基準にフルメイク技術習得
様々な場面に対応できるよう、創造力や発想力を磨くとともに、テクニックの幅を広げること
で将来のキャリアアップのために技術向上を目指す

■ベーシックメイク
　＜講義＞　目的、名称、ツール説明、セッティング
　　　　　　　　基本バランス、色選び、種類と特徴、テクニック
＜実習＞　クレンジング、スキンケア、ベースメイク、ポイントメイク、ブラシテクニック

■JMA検定対策
　　JMAメイクアップ技術検定３、２級対策　実習
　　　クレンジング～ベースメイク、チーク、ハイライト、ローライト、ポイントメイク
　　JMAメイクアップ技術検定1級対策　実習
　　　イメージメイク理論、顔分析、カウンセリング、フルメイク、アドバイスシート作成

■バリエーションメイク
　　ラウンドメイク、シャープメイク、質感別メイク技術

■応用メイク
　　ゴールデンプロポーション、基本バランス、配置バランス
　　顔分析、修正フルメイク、メイクにおいてのバランス方法

■イメージメイク
　　イメージ理論、各イメージ　色、形、質感
　　（ロマンティック、フェミニン、セクシー、ゴージャス、マニッシュ、クラシック、エスニック）
　
■パーソナルメイク
　　フォーシーズンフルメイク、モデルに似合うカラー提案

■テーマ別メイク

相モデルでの実践型の授業、テキストを使用しての講義

実技試験、筆記試験

一般社団法人ＪＭＡ　日本メイクアップ技術検定試験　公式テキスト　３級２級１級



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 美容実習
年度 2026年度 授業内容 美容実習
年次 1・2年 科目区分 必修科目
開講学期 通年 授業方法 実習
教員実務経験 〇 担当教員名 平田・里

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他
ネイルサロンでの実務経験のある講師がネイルケアの基礎を指導
エステティック協会の資格を持つ講師がエステサロンの現場での経験をふまえ、技術の指
導を行う

ジェルネイル初級の技術習得を目指す
エステティックの知識、技術を身につける
アロマテラピーの基礎知識を習得する

■ネイル
　＜講義＞爪の構造と働き、爪の各部名称、爪の成分
　　　　　　　ネイルの歴史、ネイルの生理解剖学
　　　　　　　ジェルネイル用具の衛生管理、消毒法、爪の病気とトラブル
　　　　　　　ジェルネイルの安全な施術とトラブル防止
　＜実習＞プレパレーション、ケア、ジェルオフ
　　　　　　　ジェルカラーリング、ポリッシュカラーリング、アート（ピーコック）

■エステ実習
　＜講義＞マッサージ手技の種類・効果について説明
　＜実習＞セッティング～マッサージデモ～相モデル実習

■エステ理論
　　　エステティックとは　歴史・法律
　　　ホメオスタシスとストレス
　　　自律神経・免疫について
　　　身体のしくみについて
　　　エステティックカウンセリングについて
　　　ボディ・フェイシャルエステの基礎知識

■アロマテラピー理論
　　アロマテラピーとは、精油の身体への作用
　　精油の基礎知識、アロマテラピーの利用法
　　アロマテラピーと健康、ストレスとメンタルヘルス

相モデルでの実践型の授業

筆記試験

ＡＪＥＳＴＨＥフェイシャル・ボディエステティシャン理論と知識
アロマテラピーテキスト



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 美容学科
年度 2026年度 授業内容 美容学科
年次 1・2年 科目区分 必修科目
開講学期 通年 授業方法 講義
教員実務経験 〇 担当教員名 平田・里

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他

エステサロンなど現場経験者の講師が皮膚の構造、役割を理解させ、現場での肌トラブル
への対応方法を指導する
経営コンサルタントの講師が、毎年変化していく美容業界の動向や独立に向けてのプロセ
スなどを指導する

美容を学ぶ上で必要な、皮膚の構造や働き、トラブルを理解する。
様々な化粧品について主成分やその働き、肌に対しての効能の知識を身につける
化粧品販売を行うにあたり化粧品業界の動向やニーズのマーケティング、店舗での売上計
算、予算のたて方など幅広く学ぶ

■　皮膚科学
　皮膚の基本構造（表皮、真皮、皮下組織、皮膚付随器官）
　皮膚の役割と特徴
　皮膚の生理作用
　

■　肌トラブル
　肌トラブルの原因、状態、対処法について知識を習得する

　肌トラブルの原因について
　肌トラブルと皮膚との関りについて
　各トラブルについて詳しく知る

■　化粧品学
　化粧品の歴史について
　化粧品の原料、成分について
　用途別化粧品について
　化粧品にまつわるルールについて

■　マーケティング学
　学問としての「マーケティング」発展の史的背景
　化粧品のマーケティング史
　販売のマーケティング、売上増加のマーケティング

テキストに沿って

筆記試験

皮膚科学テキスト、化粧品学テキスト、肌トラブルテキスト



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 パーソナルカラー
年度 2026年度 授業内容 パーソナルカラー
年次 1・2年 科目区分 必修科目
開講学期 1.2学期 授業方法 講義
教員実務経験 〇 担当教員名 萬川

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他
パーソナルカラー検定の資格を持つ講師が色の知識や見方を理解させ、実践でも生かせ
るように指導

パーソナルカラーモジュール３取得に向けた色の配色や診断方法の知識を身に付ける

■モジュール１内容
・色の基礎知識
・色の属性、心理効果
・PCCS色相環、トーン、配色
・４シーズン分類
・検定対策

■ﾓｼﾞｭｰﾙ２内容
・現代色彩学、属性と色彩効果
・マンセル表色系、表記
・色名、光源、物体、目について
・配色方法
・検定対策

■ﾓｼﾞｭｰﾙ３内容
・相対的な色の見分けについて
・顔の見え方と属性の効果
・色の属性とイメージ、ファッション、インテリア
・検定対策

教科書を使用しての講義

筆記試験

パーソナルカラー公式テキスト　モジュール1、モジュール2、ﾓｼﾞｭｰﾙ3



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 販売テクニック
年度 2026年度 授業内容 販売テクニック
年次 2年 科目区分 必修科目
開講学期 1.2.3学期 授業方法 講義
教員実務経験 〇 担当教員名 平田・里

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他
ﾋﾞｭｰﾃｨアドバイザー経験者の講師が現場での経験をふまえ、販売に必要なテクニックの指
導を行う

ＪＭＡメイクアップシニアアドバイザー資格取得に向け、お客様の満足や感動を引き出すた
めのスムーズなコミュニケーションが図れるようになる接客マナー、カウンセリング、アドバ
イスの基本を身につける

■接客力
　　お客様を大切に思う気持ちを表すマナー知識を身につける

■カウンセリング力、アドバイス力
　 お客様の悩みや要望をお伺いし、積極的に聴く力と答える力を身につける

■販売テクニック
　 化粧品販売をするために必要なお出迎えからカウンセリング、アドバイス、
　　お見送りまでの一連の流れを身につける

■メイク販売テクニック
　　メイク商品販売テクニックを理解し、タッチアップしながら商品提案力を
　　身につける

相モデルでの実践型の授業、テキストを使用しての講義

実技試験、筆記試験

一般社団法人ＪＭＡ　メイクアップシニアアドバイザー資格認証講習テキスト



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 就職対策
年度 2026年度 授業内容 就職対策
年次 1・2年 科目区分 必修科目
開講学期 通年 授業方法 講義
教員実務経験 〇 担当教員名 平田・里

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他
美容業につくにあたり接客に必要な立ち居振る舞いや専門的な知識を、サービス接遇上級
資格保持者であり美容業で接客を長年経験してきた講師が指導

職業人意識の基礎レベルのサービス接遇実務検定３級、応用レベルのサービス接遇検定
２級の知識を身につける
就職に向けた書類作成方法や、面接などの所作、話し方を身に付ける
外部講師によるマナー教育、美しい立ち居振る舞い、挨拶、お辞儀の仕方など接客マナー
と心得を身につける

■就職対策
　　ビューティアドバイザーの仕事について、就職活動の流れ
　　自己分析、企業研究、履歴書記入方法、就職説明会に向けての心構え
　　面接レッスン、OGセミナー

■ビジネスマナー
　社会におけるマナーとは
　人間関係構築の基本５原則
　マナーの体現
　自己ＰＲと面接動作
　会話トレーニング　話し方・聴き方
　顧客心理　応対ロールプレイ
　チームワーク　　応対ロールプレイ

■就職対策
　　ＯＧセミナー
　　企業研究、自己分析。、履歴書の書き方、面接の流れなど就職活動に
　　必要なスキルを習得■

■サービス接遇３.２．１.準1.1級
サービススタッフの資質、対人技能、敬語表現、実務技能、専門知識

テキスト使用しての講義

筆記試験、出席率

サービス接遇３級テキスト、２級テキスト
サービス接遇準１級、１級テキスト、問題集



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 キャリアアップ
年度 2026年度 授業内容 キャリアアップ
年次 1・2年 科目区分 必修科目
開講学期 通年 授業方法 講義
教員実務経験 〇 担当教員名 平田・里

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他
美容業界で接客の実務経験のある講師が、目標を見つけ出し、人間力を身につけるサ
ポートをおこなう

現在の課題や目標を見つけ、将来なりたい自分になれるように各種スキルアップを目指す

　オリエンテーション
　レクリエーション
　校内コンテスト
　学科テスト（学期ごと）
　サマーイベント
　学内コンテスト（芸術祭１st,2nd）
　体育祭
  ハロウィンイベント
　学科テスト
　クリスマスイベント
　フラワーアレンジメント
　デッサン
　各学期ごとの振り返り
　専門分野によるセミナー

テキスト使用しての講義、ディスカッション

出席率



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 シュウウエムラメイクアップ
年度 2026年度 授業内容 シュウウエムラメイクアップ
年次 2年 科目区分 選択科目
開講学期 2学期 授業方法 実習
教員実務経験 〇 担当教員名 金山

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他 シュウウエムラ検定の資格を持つ講師がモデルに合わせたメイクテクニックを指導

ＪＭＡシュウウエムラメイクアップ技術検定取得に向けての技術習得

一般社団法人ＪＭＡ　シュウウエムラメイクアップ技術検定　公式テキスト

■　ベースメイク
＜講義＞メイクアップコンセプト、テクニックの順序、肌色の選び方
　　　　　　メイクアップベース、ファンデーションの目的、テクニック
＜実習＞メイクアップベース、ファンデーション

■　ポイントメイク
＜講義＞目的、描き方、スタンス
＜実習＞ポイントメイク

■　クレンジング、スキンケア
＜講義＞スキンケアコンセプト、テクニックの順序、実習用具
＜実習＞クレンジング、スキンケア

■　フルメイク
＜実習＞クレンジング～フルメイク

相モデルでの実践型の授業

出席率



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 アーティストヘアメイク
年度 2026年度 授業内容 アーティストヘアメイク
年次 2年 科目区分 選択科目
開講学期 2学期 授業方法 実習
教員実務経験 〇 担当教員名 外部・加藤・樋井

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他
現場で活躍されているプロの講師が現場でのメイクテクニックや撮影のポイント、写真の修
正の仕方などを指導

グラビア撮影に必要なメイクアップテクニックの習得

■　デモンストレーション
■　メイク実習　デザイン画、イメージマップ作成
■　メイク実習
■　撮影案チェック
■　撮影練習
■　撮影

相モデルでの実践型の授業

出席率



授業概要（シラバス）

■科目基本情報

学科名 ビューティアドバイザー学科 授業科目名 ステップアップメイク
年度 2026年度 授業内容 ステップアップメイク
年次 2年 科目区分 選択
開講学期 1.2学期 授業方法 実習
教員実務経験 〇 担当教員名 里

■授業・科目情報

到達目標

教科書

授業計画

授業の進め方

成績評価方法

関連科目

その他 美容部員やサロンなどでの経験をもつ講師でがメイクテクニックを指導

全身にデザインを施す、ボディペイントの技術の習得

■　溶剤別使用方法説明、デモンストレーション、セルフアート
■　アニマルメイク
■　イメージメイク
■　ペイント、アートを含むデザイン
■　二次元メイク
■　キズ、あざメイク

相モデルでの実践型の授業

出席率


